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　研究者の研究プロセスの中で最も重要なことに，研究課

題の発見と設定があると思います．魅力的な課題であれば，

その解決がいかに難しくとも，日夜，頑張ることができま

す．海外留学の目的の一つにも，ワールドクラスの研究課

題の探索があるでしょう．

　ではどういう観点から研究課題を決めればいいでしょう

か．研究者の中には，「純粋な知的好奇心が，基礎研究の

唯一の動機付けになっていること」を強調され，「（すぐに）

役に立つ研究」を敢えて避ける方もいます．2016年ノー

ベル医学生理学賞を受賞された大隅良典先生も「（すぐに

は）役立たない研究をしよう」と述べられています．

　1960年ノーベル医学生理学賞を受賞されたメダワー先

生の本1）に次の記述がありました．「確信をもって言える

ことは，どんな年齢のどんな科学者でも，重要な発見をし

たいと思うなら，重要な問題に取り組まねばならないとい

うことである．つまらない問題やばかげた問題に取り組め

ば，つまらない答えやばかげた答えしか出てこない．問題

が「興味深い」ということだけでは充分ではない．ほとん

どどんな問題も，充分深く研究されるなら興味深いものだ

からである」．

　いずれの科学者も「重要な発見をしたい」と願っている

でしょう．では，その「重要性」は誰が判断するのでしょ

うか．第一義的には，その分野の専門家の判断によるでしょ

うが，その研究の成果は社会からも祝福されるべきですか

ら，その課題の重要性を研究者自身が，社会に分かり易く

説く方が望ましいでしょう．

　また，研究者のミッションには，ご自身の研究の遂行と

同時に，次代を担う若者の育成があります．まだ専門の道

に入る前の若者に，「その分野に重要で魅力的な課題が沢

山あること」を分かり易く説くことが大切になります．社

会への説明もその一環と考えれば良いのでしょう．

　さらに，「新しいことへの挑戦」自体を，社会が理解し

応援する文化を醸成することが大切と思います．「新しい

ことへの挑戦自体が人類にとって大切である」ことが理解

され，応援される社会に変える必要があります．そのため

に基礎研究に携わる方々も含め，研究者の努力が必要と思

います．
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